
自社における重要性

基本的な考え方

技術による世界への貢献
CSR重要課題1

ステークホルダーからの期待

「技術による世界への貢献」は、TDKの事業を通じた社会への貢献であり、自動車、ICT、産業機器・エネルギーを中心
とした重点3市場における独自の技術開発・提供を通じて、省・蓄・再生エネルギーの実現などの社会課題解決を目指
すことです。また、高い技術力に基づき、材料から製造まで一元管理した生産プロセスによる「ゼロディフェクト品質

（不良品ゼロ）」を追求する姿勢は、今後も変わることなく、高品質な製品・サービスの提供を通じて、社会の発展に貢

献し続けます。

2015年度からスタートした中期経営方針にお
ける自動車、ICT、産業機器・エネルギーの重点3
市場を中心に、独自の技術開発による新規事業

の創出とモノづくり革新を通じて、社会に貢献

できる製品を提供し、持続的な企業価値の向上

を図る。

TDKのコアテクノロジーを通じた気候変動への
対応、特に、省エネルギーや再生可能エネルギー

など、低炭素社会実現に向けた独自の技術開発や

新たな製品の普及促進。

重 要
テーマ

2017年度までの中期経営方針「グループの連携を進化させ、さらなる成長を実現する」という基本方針のもと、TDK
の技術の根幹である磁性技術を軸に、IoT市場に向けた次世代製品の開発および開発体制の構築に注力してきまし
た。成長分野として強化している磁気センサの先進的開発の一環として、世界で初めてMR磁気センサアレイで心臓
の活動測定と可視化に成功しました。

また、2016年10月には、成長戦略を牽引する、最新鋭の秋田地区のモノづくりのマザー拠点を竣工。インダストリ
4.0＋ゼロディフェクトを追求し、秋田から世界へ、最新鋭のモノづくりを発信する拠点としていきます。

■ 重点3市場における新製品の開発・提供を通じた社会課題解決への貢献
■ 「ゼロディフェクト品質」の追求

2016年度の総括と今後に向けて

セグメント別売上高（2017年3月期）

コンデンサ

136,790百万円

インダクティブ 
デバイス

145,334百万円

その他受動部品

266,606百万円

その他 
磁気応用製品

87,563百万円

記録デバイス

262,135百万円

その他 

32,136百万円

※2017年3月期の第1四半期における組織変更により、従来「その他」に属していた一部製品を「受動部品」セグメントのインダクティブデバイスおよびその他受動部品に、ならびに「フィルム応用製
品」セグメントに属していた一部の製品を「その他」に、それぞれ区分変更しています。

高い水準を誇るグローバル構成比率
TDKグループは、市場性、製品群、物流などの観点から適地を選定し、世界中の30以上の国や地域に工場、研究所、営業所などの拠点を
設けています。連結子会社は日本18社、海外は、アジア地域58社、ヨーロッパ地域42社、アメリカ地域20社の計120社で、全体で138
社にのぼり、全従業員数は99,693名に達します。

 日本

売上高  105,233百万円
（外側） （8.9%）

従業員数  9,308名
（内側） （9.3%）

 アジア他

売上高  821,913百万円
（外側） （69.8%）

従業員数  78,495名
（内側） （78.7%）

 欧州地域

売上高  146,201百万円
（外側） （12.4%）

従業員数  7,674名
（内側） （7.7%）

 米州地域

売上高  104,910百万円
（外側） （8.9%）

従業員数  4,216名
（内側） （4.2%）

営業利益売上高 当期純利益

（外側）

フィルム応用製品 

247,693
百万円 受動部品

548,730
百万円

磁気応用製品
349,698
百万円

1,178,257 百万円 208,660 百万円 145,099 百万円

（内側）

連結従業員数（内側）

99,693名

連結売上高（外側）

1,178,257百万円
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